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排出量は従来品の 90％減。
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打ち込み棒



※削孔完了後、エアブロー等を行い
　孔内を洗浄します。

※パイプセンターにある凸部を
　上にして挿入します。

※１  背面空洞注入工は、既設吹付面の状況に
　　  応じて繊維モルタル吹付施工前に行う場合と、
　　  吹付施工後に行う場合があります。
a※２  水抜きパイプ新設工は、繊維モルタル吹付工
　　  施工後に行うことを標準としますが、
　　  吹付施工前に行うことも可能です。
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⑥繊維補強モルタル吹付
t=7cm

⑤のり面清掃

③せん断ボルト
S12-100

④水抜きパイプ新設
MDLパイプ（吹付前・後の施工が可）

①補強鉄筋
L=1000mm、1本/2㎡

既設モルタル・
コンクリート吹付

②背面空洞注入

削  孔 パイプ挿入

パイプ設置完了打ち込み棒で挿入
※パイプが吹付面より外に出ない
　ように打込みます。


